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SAT派遣校は、その多くが小学校である。そのため、小学校教員免許状を取得できない本
学の教職課程では、児童に対する教授法を、大学の講義において扱うことは困難である9。

特に、小学校では、低学年を対象とした算数の学習支援に学生は従事している。小学生の

「算数」は、様々な受験を経験してきた本学の学生にとっては、難しい事柄ではない。し

かし、問題を解くことと教えることとでは必要な技能が異なる。学生が学校に着いてから、

授業内容を伝えられ、そのまま「教える」ことができるほど、「教育の世界」は甘くないは

ずである。そのため、児童生徒が、算数の躓きを感じる箇所やそれへの対処方法など、や

はり「事前打ち合わせ」が、今後一層、必要となってくるであろう。 

 これらの条件が整備されれば、教員対象のアンケートにおける「SATと充実した授業と
の関係性」（半数以上が肯定的な回答）、「SATと子ども達への目の届き方の関係性」（７割
以上が肯定的な回答）への効果がより確実なものになるであろう10。 

 

２−３ 新たな展開への芽生え 

 平成 22年度後半より、これまで、石狩の市街地に位置していた本学学生の SAT派遣校
を厚田中学校まで拡大する計画が立てられることになった。これは、花川キャンパスの大

学祭（藤花祭）で、厚田区の望来獅子舞に関する公開講座を実施したとき、厚田中学校教

頭山村健史先生にパネリストを引き受けていただいたことに端を発する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
9 本学食物栄養学科は、栄養教諭の教員免許が取得可能であり、小学生対象の教育活動は念頭に置かれて
いる。しかし、あくまでも「食育」をその教育活動の核に据えており、「教科指導」へは未対応である。 
10 小学校・中学校の児童生徒に対しては、SATの先生が入ったとき「勉強はわかりやすかったですか」
「勉強は楽しかったですか」「勉強をもっとしたいですか」というアンケートを実施している。これらの

設問に対しては、いずれも半数以上の児童生徒が「肯定的」な回答をしている。また、中学校よりも小学

校の児童の「肯定的」な回答の割合が上回っているのが実情である。 

図１ 厚田訪問に関する展示パネル 
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